
仕事中･日常生活
の24時間を保障 毎月1,000円で入院1日につき5,000円保障!

例えば

2,000円
10,000円
4,000円
8,000円

20万円～5万円
300万円～12万円

500万円
300万円
30万円

特長
共済種類
掛金（月額） ※被共済者1名当り
入院（１日につき）
通院（１日につき）
往診（１回につき）
手術
後遺障害
死亡共済金（交通事故）
死亡共済金（不慮の事故）
死亡弔慰金（病気死亡）

1,000円
5,000円
2,500円
4,000円

10万円～2.5万円
60万円～2.4万円

100万円
60万円
15万円

1,000円
2,000円
1,000円
2,000円

10万円～2.5万円
300万円～12万円

600万円
300万円
50万円

3,000円
5,000円
3,500円
4,200円

－
500万円～20万円

500万円
500万円
25万円

2,000円
4,000円
1,500円
4,000円

20万円～5万円
1,000万円～40万円

1,500万円
1,000万円
100万円

保
障
内
容

入院･通院を重視 生命保障を重視 同居家族全員を保障
ファミリー型Ⅳ型Ⅲ型Ⅱ型Ⅰ型

※Ⅰ型からⅣ型で、被共済者の年齢が共済期間開始時に70歳以上の場合、保障内容は半額程度となります。
※ファミリー型の保障内容は、契約者本人、その配偶者、その他の親族によって違います。上表の保障内容は、契約者本人がケガをした時のものです。

傷  害  共  済「小さな掛金で
　   大きな備え」
「小さな掛金で
　   大きな備え」

石川県中小企業共済協同組合 お問合せは、かほく市商工会へ

（初日からお支払いします）

商工貯蓄共済商工貯蓄共済商工貯蓄共済
～１つの掛金で３つの備え～

がっちり貯める
利息が複利で積み立てられるため、
たいへんお得な貯蓄です。

しっかり守る
集団扱定期保険料率なので保険料が割安です。
万一の場合、貯蓄積立金に加え、死亡保険金を
お支払いします。

きっちり支える
低利の融資制度を準備しております。
なお、融資の可否は、信用金庫とのご相談とな
ります。

詳しいお問い合わせ･お申し込みは
　　 かほく市商工会へご連絡下さい！！

満期を迎える方は継続加入を！

貯蓄

保障

融資

商工貯蓄共済が満期を迎え、継続加入する場合の最
大のメリットは、その時の健康状態に関係なく、元の
保険金の範囲内で保障を継続できることです。満期
を迎える方は、是非、継続加入をご検討ください。

Instagram(インスタグラム)をはじめよう！！

インスタグラム
ビジネス活用講座
　インスタグラムは一言で言うと
写真共有SNSで、日本人国内月間ア
クティブユーザー数が3,300万人い
る利用率の高いSNSのひとつです。
写真加工機能が充実しており、豊富
なフィルターで簡単に写真をおしゃ
れに加工することができます。
Facebookとの連動も簡単にでき
ます。
　また、インスタグラムはビジネス
向けの運用を行いたい企業が顧客
と交流する際に役立つツールの導
入を始めました。インスタグラムで
ビジネス活用していく方法を学びま
しょう。

スマートフォンをお持ちください

【講習会の日程】
日程：2024年9月18日(水) 
時間：13：30～15：30
定員：各15名（申し込み先着順）
受講料：無料 
場所：かほく市商工会
締切：9月17日(火)まで

【お問合せ・申込み先】
 かほく市商工会
  TEL：076-204-6822
  FAX：076-282-5663

【講習内容】
● SNSの種類と傾向
● インスタグラムの基礎知識
● インスタグラムへの登録
● 初期設定－プロフィール設定
● フォローするアカウントを探す
● 写真を投稿
◆ ハッシュタグ、タグ付け
◆ 返信
● SNS連携
● プロアカウントの登録方法
● Facebookページに投稿するには

お問合せは、かほく市商工会まで

小規模企業共済小規模企業共済小規模企業共済

オンライン手続が
可能になりました

小規模企業共済は、事業の廃止･退職後の生活安定資金を
積み立てて準備する共済制度です。
掛金は、全額を所得控除できるので節税効果もあります。

退職後のゆとりある生活を
応援します

❹https://kahoku.shoko.or.jp/
〈編集・発行〉かほく市商工会　かほく市高松ク42番地1  TEL 076－204－6822  FAX 076－282－5663

　
去
る
７
月
27
日（
土
）〜
28
日（
日
）能
登
半
島
地
震
復
興
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
た
、
2
0
2
4
か
ほ
く
四
季
ま
つ

り「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
か
ほ
く
」は
、
か
ほ
く
市
内
3
会
場
で
多
彩

な
催
し
を
繰
り
広
げ
、
昨
年
と
同
じ
過
去
最
高
の
4
万
人
の
観
客
が

訪
れ
大
盛
況
で
し
た
。

　
キ
ャ
ッ
ツ
フ
ェ
ス
タ
会
場
の
市
役
所
前
広
場
で
は
、
午
後
1
時
か

ら
模
擬
店
が
オ
ー
プ
ン
、
午
後
3
時
か
ら
は
か
ほ
く
市
ふ
る
さ
と
大

使
の
宮
崎
由
香
さ
ん
が
M
C
を
務
め
イ
ベ
ン
ト
開
始
。
猫
に
ゃ
ん
グ

ラ
ン
プ
リ
、
公
立
こ
ど
も
園
5
歳
児
に
よ
る
遊
戯
、
P
F
U
ブ
ル
ー

キ
ャ
ッ
ツ
の
紹
介
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
ラ
イ
ブ（
お
笑
い
コ
ン
ビ

の
ロ
ッ
チ
さ
ん
、
か
ほ
く
市
ふ
る
さ
と
大
使
の
氷
室
一
哉
さ
ん
）が

行
わ
れ
、
笑
い
と
素
敵
な
歌
声
に
ス
テ
ー
ジ
前
に
集
ま
っ
た
観
客
の

方
々
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
日
が
落
ち
る
と
、
ま
つ
り
も
い
よ
い
よ
佳
境
へ
。
広
場
の
中
央
に

設
置
し
た
大
提
灯
の
ま
わ
り
で
市
民
謡
協
会
の
生
演
奏
に
よ
る
輪
踊

り
、
商
工
会
青
年
部
の
ラ
イ
ブ
、
最
後
は
か
ほ
く
市
制
施
行
20
周
年

を
記
念
し
て
規
模
を
拡
大
し
た
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
花
火
大
会
が

行
わ
れ
、
来
場
者
の
夏
の
思
い
出
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
会
場
の
大
海
交
流
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
は
、
親

子
ら
が
ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
を
楽
し
み
、
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ
会
場
の

外
日
角
海
岸
で
は
、
子
供
ら
が
地
引
き
網
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
翌
日
の
28
日（
日
）は
、
早
朝
か
ら
白
尾
海
岸
で
白
ギ
ス
釣
り
大
会

が
開
か
れ
、
県
外
か
ら
も
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

P2 商工行政懇談会
 事業計画策定セミナー
 普通救命及び熱中症予防講習会

P3 児童交換交流事業in沖縄
 かほくちょこっと旅
 「哲楽夜市」協賛金お礼
 ７月号読者プレゼント当選者発表

P4 小規模企業共済
 国民年金基金
 傷害共済／商工貯蓄共済
 インスタグラム ビジネス活用講座
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 「サマーフェスタinかほく」大盛況！大盛況！
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鶴
見

　文
枝
、 

高
橋

　晃
子

林

　喜
美
子
、 

大
多
八
重
子

前
田

　哲
男
、 

水
田
加
代
子

助
実
美
智
子
、 

桑
名

　正
乃

赤
井
由
美
子
、 
大
園

　広
隆

金
子
和
喜
美
、 
河
内

　華
子

峠
谷

　直
美
、 

西
山
里
恵
子

北
本

　靖
代
、 

北
岡
位
公
子

坂
野
美
葉
子
、 

森
田

　正
男

多
々
見
美
枝
子
、 

西
山

　久
美

■
寺
田

　

20
名
様

手
作
り
ジ
ャ
ン
ボ
だ
し
巻
き

　７月号「お店紹介」の読者プレゼントに
沢山のご応募をいただきありがとうござい
ました。
　応募総数173通のハガキの中から抽選し
ましたところ、次の皆様が当選されました。
おめでとうございます。
　今回当たらなかった応募ハガキは
Ｗ抽選に回ります。ご期待ください。

（
敬
称
略
）

当選おめでとうございます

７月号 読者プレゼント

　石川沖縄児童交換交流事業は、旧宇ノ気町商工会青
年部と、当時日本で一番大きな村であった旧豊見城村
商工会青年部によって始まった児童交換ホームステイ
事業です。
　20年以上行われ、100人以上の小学生が交流を行っ
てきました。これまでは３年に一度開催されて来まし
たが、前回は新型コロナウイルスにより中止されまし
た。
　かほく市と豊見城市の青年部員の熱い思いで令和６
年度に復活という形で再開致しました。今年は、かほ
く市内児童６名が参加し、２泊３日で沖縄県の風土、
生活を学びました。
　来年２月には、交流先の沖縄豊見城市より児童がか
ほく市に訪れ、石川県で２泊３日の体験を行います。

　6月16日（日）ボランティア観光ガイド主催ツアー「かほくちょこっ
と旅」が開催されました。今回は「唐仁屋三郎兵衛ゆかりの地　旧白
尾灯台と寺院巡り」と題して、「旧白尾灯台」、「めだかの学校」、「専
長寺」、「住吉神社」、「雙樹寺」を巡りました。
　参加者のみなさんはボランティア観光ガイドの説明で、唐仁屋三
郎兵衛について理解を深めました。

　昨年に引き続き、西田幾多郎記念哲学館
を舞台に、夏の夜のイベントを開催しまし
た。開催にあたり、多くの事業所様から協
賛金を頂きました。ありがとうございます。
　計７作品の映画上映や2日間で計30店の
グルメ、またワークショップなどを通して、
特別な文化体験を行うイベントです。

沖縄県豊見城市商工会青年部との
　　　　　　　　　児童交換交流事業

西田幾多郎記念哲学館を舞台にした

夏の夜のイベント「哲楽夜市」
協賛金お礼

唐仁屋三郎兵衛ゆかりの地  旧白尾灯台と寺院巡り

　令和６年８月２日～４日にかけまし
て、かほく市商工会青年部は、沖縄県豊
見城市商工会青年部との児童交換交流事
業を行いました。

６
16
（日）

日時： ８月30日（金）15:30～21:30
 ８月31日（土）14:30～21:30
場所：石川県西田幾多郎記念哲学館

昨年の会場の様子

かほくちょこっと旅

「秋の味覚さつまいも掘りと
　　　高松額神社」をご案内します☆

●時　間 午前９時～12時
●定　員 15名(小学生以上)
●参加費 1,000円
●申込期限 10月10日(木) 必着かほく市観光物産協会(担当：北畠)  

TEL：（076）204-6822／FAX：（076）282-5663  E-mail：smile@shoko.or.jp

青年部活動

予告 ●開催日 10月20日(日)

❸

【
要
望
１
】
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、

市
内
事
業
者
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
当
商
工
会

会
員
事
業
所
９
９
９
社
に
お
い
て
２
３
０
社
を
超
え
る
事

業
所
が
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
現
在
、
持
続

化
補
助
金（
災
害
支
援
枠
）申
請（
予
定
を
含
め
て
）は
48
件

で
事
業
費
総
額
は
約
１
億
円
、
国
の
補
助
は
２
／
３
で
す
。

な
り
わ
い
再
建
補
助
金
は
14
件（
す
べ
て
申
請
準
備
中
）で

事
業
費
総
額
は
現
在
見
積
も
り
中
で
あ
り
、
国
の
補
助
率

は
３
／
４
で
す
。
事
業
費
の
自
己
負
担
は
そ
れ
ぞ
れ
１
／

３
、
１
／
４
で
あ
り
、
被
災
事
業
所
の
負
担
を
少
し
で
も

軽
減
す
る
た
め
市
に
よ
る
上
乗
せ
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
　
答
】
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
事
業
者
へ
の
支
援
は
で

き
る
限
り
早
急
に
実
施
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

回
、
持
続
化
補
助
金
（
国
）（
災
害
支
援
枠
）
に
は
、
自
己

負
担
部
分
の
１
／
２
、
最
大
50
万
円
。
な
り
わ
い
再
建
補

助
金
（
国
）
に
は
、
自
己
負
担
部
分
の
１
／
２
、
最
大
１
０

０
万
円
を
市
と
し
て
補
助
し
復
旧
・
復
興
を
進
め
て
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

【
要
望
２
】
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
に
よ
り
、
か
ほ
く
市
民
、
事
業
者
と
も
に

大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
が
よ
う
や
く
収
束
に
向
か
い
、
消
費

が
上
向
き
か
け
た
中
で
の
災
害
で
あ
り
、
そ

れ
以
降
、
市
内
消
費
は
再
度
大
き
く
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
に

引
き
続
き
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
で
、

市
内
消
費
の
回
復
・
拡
大
を
は
か
り
、
市
内
事

業
者
へ
の
支
援
を
行
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

事
業
規
模
と
し
て
は
、
他
の
予
算
と
の
兼
ね

合
い
も
あ
る
か
と
は
存
じ
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
　
答
】
令
和
４
年
度
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
発
行
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
を
原
資

と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
今
回
の
能
登
半
島
地
震
に
対
す
る

補
助
金
に
は
、
現
在
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

に
活
用
で
き
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
無
い
た
め
、

多
額
の
事
業
費
用
を
必
要
と
す
る
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
の
発
行
を
市
単
独
で
行
う
こ
と

と
な
り
、
現
時
点
で
は
実
施
が
難
し
い
状
況

で
す
。

　
市
と
致
し
ま
し
て
は
、
ま
ず
は
地
震
の
復

旧
・
復
興
に
関
す
る
事
業
に
優
先
的
に
予
算
を

振
り
分
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
の
発
行
に
つ

い
て
は
、
今
後
国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
市
内
事
業
者
の

皆
様
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　建設部会では、令和3年度から部会員事業所の資質向上
につながる資格取得等講習会を開催しています。本年度は、 
6月26日（水）、「普通救命及び建設業における熱中症予防
講習会」を開催し20名の方が受講されました。
　講師には、かほく市消防本部高松分署の新甫氏をお招き
して、応急手当の基礎知識や救命処置の実技（心肺蘇生と
AEDの使用方法）について説明いただきました。
　かほく市で救急車が到着する時間は平均7分間だそうで
す。救急車が到着する前に、周りにいる方が胸骨圧迫など
救命処置をするかどうかが生死を分ける場合もあると講師
は話されていました。
　受講された方は救命処置の方法について積極的に講師に
質問されていました。

　8月6日（火）に㈱迅技術経営の高稲俊輔税理
士・中小企業診断士を講師にお招きし、「アフター
コロナと震災復興を考える」と題して事業計画
策定セミナーを開催しました。
　能登の事業者の復興事例や震災復興に向けた
「商売への向き合い方」や「事業戦略の考え方」に
ついて説明を受け、参加者は事業計画の骨子ま
とめシートに計画を作成しました。
　また、「小規模事業者持続化補助金（災害支援
枠）」等の災害復旧に向けた支援制度や将来に向
けた投資・販路開拓に関する支援制度について
も学びました。

普通救命 及び
　熱中症予防講習会を開催しました

事業計画策定セミナーを
　　　　　　　開催しました

建設部会

救命処置実技の様子高稲俊輔 講師

商
工
行
政

　懇
談
会

　
去
る
７
月
12
日（
金
）、
か
ほ

く
市
高
松
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室
に
お
い
て
、
油
野

和
一
郎
か
ほ
く
市
長
、
竹
本
重

久
副
市
長
、
中
田
肇
総
務
部
長
、

千
田
聡
地
域
政
策
部
長
他
を
お

招
き
し
、
商
工
行
政
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
商
工
会
側
か
ら
は
、
南
春
夫
会
長
、
櫻
井
誠
二
副
会
長
、
表

守
活
副
会
長
、
二
口
卓
総
務
企
画
委
員
長
他
が
出
席
し
、
２
つ

の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
要
望
事
項
と
回
答
は
以
下
の
通
り
。


